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まち＊むらの 話題

笠
置
町

和
束
町

南
山
城
村

和
束
町
茶
品
評
会

地
域
お
こ
し
企
業
人

離
任
式
・
着
任
式

老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

第
66
回
和
束

町
茶
品
評
会
が

10
月
２
日
（
金
）

に
グ
リ
ン
テ
ィ

和
束
に
て
開
か

れ
ま
し
た
。
煎

茶
55
点
、
て
ん�

茶
27
点
が
出
品

さ
れ
、
京
都
府

茶
業
研
究
所
所

長
を
審
査
長
と

し
た
７
人
に
よ

り
審
査
さ
れ
ま

し
た
。
上
位
入

賞
者
に
つ
い
て

は
12
月
15
日

（
火
）
に
開
催
予

定
の
和
束
町
茶

業
関
係
褒
賞
授

与
式
に
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　

１
等
入
賞
者
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

煎
茶
の
部

　

１
等
１
位　

畑　

武
志
（
京
都
府
知
事
賞
）

　

１
等
２
位　

藤
田
勝
美
（
京
都
府
茶
業
会
議
所
会
頭
賞
）

　

１
等
３
位　

湊
健
一
郎
（
京
都
府
茶
生
産
協
議
会
会
長
賞
）

　

１
等
４
位　

東
本
博
利
（
山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
会
長
賞
）

�

（
敬
称
略
）

て
ん
茶
の
部

　

出
品
点
数
が
30
点
未
満
で
し
た
の
で
、
開
催
要
領
に
基
づ

き
参
考
出
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
（
水
）
に
地
域
お
こ
し
企
業
人
の
離
任
式
が
、

10
月
１
日
（
木
）
に
着
任
式
が
そ
れ
ぞ
れ
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
、
神
村
泰
史
ま
ち
づ
く
り
企
画
担
当
課
長
が
９
月
末

で
離
任
し
、
10
月
か
ら
新
し
く
馬
倉
大
貴
ま
ち
づ
く
り
企
画

担
当
課
長
が
、
京
都
信
用
金
庫
か
ら
地
域
お
こ
し
企
業
人
と

し
て
商
工
観
光
課
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
笠
置
町
の
職
員
と
と
も
に
、
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ�

ー
ク
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
取
組
み
を
進
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

９
月
に
南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
で
左
記
の
大

会
が
お
こ
な
わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
９
月
３
日
（
木
）】

第
42
回
南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

結
果

優　

勝　

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
千
歳
会

準
優
勝　

高
尾
老
人
楽
寿
会
Ａ
チ
ー
ム

３　

位　

田
山
老
人
寿
会

【
９
月
26
日
（
土
）】

第
18
回
南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

結
果

優　

勝　

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
千
歳
会

準
優
勝　

本
郷
老
人
倶
楽
部

３　

位　

高
尾
老
人
楽
寿
会ゲートボール大会

グラウンドゴルフ大会
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教育

行政 A d m i n i s t r a t i o n

３小学校合同で修学旅行

マイナンバーカードの交付時間延長について（笠置町）

３小学校で運動会
コロナに
負けるな！

　10月２日（金）、３日（土）に笠置小学校、和束小学校及び南山城小学校の６年生が、三重県の伊勢・鳥羽方面
に修学旅行にでかけました。本来ならば、１学期に実施する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の影響でこ
の時期になり、きめ細かい感染症対策を講じての実施となりました。児童は釣り体験を楽しんだり、鳥羽水族館
で水中の生物を見学したりしました。また、志摩スペイン村でも元気いっぱい活動し、楽しい修学旅行になりまし
た。普段過ごさない場所で友人と宿泊するという貴重な経験がこれからの成長に大きなかてとなることでしょう。

　マイナンバーカードを申請し交付通知が届いた方や、マイナンバーカードを持っていて電子証明書の更新通知
が届いた方で、仕事や家庭の事情により、通常の交付時間（平日の午前８時30分～午後５時15分まで）に役場に
受け取りや手続きに来られない場合は、午後７時まで交付時間を延長します。
　交付時間の延長を希望される場合は、必ず事前に予約をお願いします。
問合せ　笠置町税住民課　☎0743・95・2301　（前日の午後５時までに予約の電話をしてください。）
※予約できるのは、マイナンバーカードの交付と、電子証明書の更新手続きです。
※受け取りや更新手続きの方法は、通常と同じです。通知はがき等に記載されている書類をご持参ください。
◆マイナンバーカードをまだお持ちでない方
　マイナンバーカードは、
　①　通知カードに同封されていた申請書を送付して申請
　②　①の申請書のQRコードを読み取りスマートフォンやパソコンで申請
　　のいずれかの方法で申請できます。
　申請書が見当たらない場合は、役場で申請書をお渡しできますので、お問合せください。

　９月26日（土）、笠置小学校・和束小学校・南山城小学校では新型コロナウイルス感染予防のために３密に配慮
して創意工夫しながら運動会を開催しました。天気にも恵まれ、子どもたちはこの日のために練習してきた成果を
家族や地域のみなさんに見てもらおうと、演技に競技に一生懸命取り組みました。コロナ禍の中でも子どもたちの
ひたむきな姿は、見ている人に大きな感動を与え、大きな拍手や歓声がとんでいました。

笠置小学校 和束小学校 南山城小学校
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行政 A d m i n i s t r a t i o n

「税を考える週間」小学生の絵画展（３町村）

住民票・印鑑証明書のコンビニ交付開始（和束町）

　11月11日（水）～17日（火）は「税を考える週間」です。
　笠置町・和束町・南山城村では、この期間中に「税金でつくられているもの」をテーマに小学生の絵画展をお
こないます。

展示期間　11月11日（水）～17日（火）
展示場所　笠置町　　笠置町産業振興会館
　　　　　和束町　　和束町役場住民ホール
　　　　　南山城村　南山城村文化会館（やまなみホール）
問 合 せ　笠置町税住民課　　☎0743・95・2301（代表）
　　　　　和束町税住民課　　☎0774・78・3005（直通）
　　　　　南山城村税財政課　☎0743・93・0103（直通）
※「税を考える週間」については、国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp/）
　をご覧ください。

　和束町に住民登録があり、マイナンバーカードをお持ちの方は令和３年２月から全国のコンビニエンスストアな
ど約５万５千カ所に設置されているキオスク端末（マルチコピー機）で証明書（住民票、印鑑証明書に限る）を
取得することができます。
　コンビニ交付を利用するには、マイナンバーカードが必要です。この機会にぜひマイナンバーカードを取得しま
しょう。
発行対象の証明書　住民票・印鑑証明書
取扱時間　毎日午前６時30分～午後11時
問 合 せ　和束町税住民課　☎0774・78・3005（直通）

　和束町役場税住民課ではマイナンバーカード交付申請用顔写真の撮影サービスをお
こなっています。
　申請用紙の再発行を希望される場合、ご本人確認が必要です。運転免許証等のご提
示をお願いします。

地域おこし協力隊が着任（和束町） 和束町代表監査委員に大西茂さん
　現在、和束町
で活動している
布川智恵子隊員
に加え、10月１�
日から新たに２
人の地域おこし
協力隊員が着任
しました。

村　公一隊員（写真左）
　�　和束ならではの野菜の農業振興と農家への普及
拡大に取り組む
澤　翔太郎隊員（写真右）
　�　地域団体等の研修等を通じて茶業や観光を通じ
た地域づくりに取り組む

　藤木現監査委員の任期満了による退任に伴い、９
月議会定例会において大西茂さんの選任が同意され
ました。任期は令和２年11月19日から令和６年11月
18日までです。
　監査委員の主な仕事
は、町の財務に関する
事務の執行や経営にか
かる事業の管理につい
て監査することです。
　また、現監査委員の
藤木貞嗣さんにおかれ
ては、令和２年11月
18日をもって８年間に
わたり監査委員として
町政の安定と発展にご
尽力いただきました。
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保健・福祉

相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～

・症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

・受診前には電話でお問合せください。

受診前には電話でお問合せください。
12月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目 月　　日 診療科目
12月� 6日（日） 内科 27日（日） 内科・小児科
　　13日（日） 内科 31日（木） 小児科
　　20日（日） 内科

※11月分については広報れんけい10月号をご覧ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内） ☎0774・73・9988（直通）

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　 

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
68
　「
在
宅
医
療
」
と
い
う
選
択
肢

　

在
宅
医
療
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？
も
し
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の

ご
家
族
が
、
癌
や
難
病
な
ど
の
大
き
な
病
気

に
な
っ
て
し
ま
い
、
医
師
に
積
極
的
な
治
療

法
が
な
い
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
、

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
自
分
の
家
で
過
ご

し
た
い
と
思
う
の
は
自
然
な
こ
と
で
す
。
約

50
年
前
ま
で
は
、
８
割
の
方
が
自
宅
で
死

を
迎
え
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
８
割
の

方
は
病
院
で
死
を
迎
え
る
時
代
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
人
生
の
最
期
は
、
自
分
ら

し
く
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
迎
え
た
い
と
希

望
す
る
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
医
療
者
側

も
、
治
療
の
効
果
が
今
以
上
に
望
め
な
い
場

合
は
、
自
宅
で
家
族
と
と
も
に
過
ご
す
時
間

を
大
切
に
し
、
自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
方

が
、
よ
り
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
う

認
識
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

相
楽
医
師
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
在
宅
医

療
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
在
宅
医

療
委
員
会
と
い
う
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
患
者

さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
が
で
き
る
限
り
長
い
時

間
、
安
心
し
て
自
宅
で
療
養
が
で
き
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
を
整
え
て
い
ま
す
。
も
し
、
在

宅
医
療
を
受
け
た
い
と
望
ま
れ
る
な
ら
、
ま

ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
近
く
の
か
か
り
つ
け
医
は
在
宅
医
療

が
可
能
か
ど
う
か
、
親
身
に
相
談
に
乗
っ
て

く
れ
ま
す
。
そ
の
か
か
り
つ
け
医
が
も
し
、

在
宅
医
療
に
対
応
で
き
な
く
て
も
、
他
に
引

き
受
け
て
く
れ
る
医
師
を
紹
介
し
て
く
れ
ま

す
。
ま
ず
は
、
自
分
の
希
望
を
は
っ
き
り
と

伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
大
切
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

在
宅
医
療
を
安
心
し
て
続
け
る
た
め
に
は
、

医
療
だ
け
で
は
な
く
、
介
護
も
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
病
気
に
苦
し
む
患
者
さ
ん
の

清
潔
を
保
っ
た
り
、
ご
飯
を
美
味
し
く
食
べ

る
た
り
す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
介
護
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
介
護
の
こ
と
も
在
宅

医
療
を
受
け
持
つ
、
か
か
り
つ
け
医
が
相
談

に
乗
っ
て
く
れ
ま
す
し
、
ま
た
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
介

護
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
す
。

　

死
生
観
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
の
時
代
、

自
分
の
死
、
家
族
の
死
に
つ
い
て
、
そ
の
思

い
や
希
望
を
共
有
し
て
み
る
こ
と
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
病
院
の
診
察
室
で
は
医
師

と
時
間
を
と
っ
て
そ
の
よ
う
な
話
は
し
に
く

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
宅
な
ら
時
間
を

と
っ
て
主
治
医
と
話
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
も

在
宅
医
療
を
選
択
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い

ま
す
。

竹
澤
内
科
小
児
科
医
院

竹
澤　

健

献血にご協力ください（笠置町・南山城村）笠置町認知症等位置情報
提供サービス利用助成事業 実施日　11月26日（木）

受付時間と場所　午前10時15分～正午
　　　　　　　　　本郷コミュニティセンター
　　　　　　　　午後２時～４時　笠置町役場
献血できる方
　　男性　17歳から69歳まで
　　女性　18歳から69歳まで
　　男女とも体重50㎏以上の方
　※�65歳以上の方については60歳から64歳までに献

血をされた方に限ります。
　※�患者や献血者の安全を確保するため、献血をお

断りすることがあります。
持ち物
　運転免許証、献血カードなど本人確認ができるもの
問合せ　笠置町保健福祉課　☎0743・95・2301（代表）
　　　　南山城村保健福祉課　☎0743・93・0104（直通）

　認知症等により、外出時に道に迷うおそれのある
方を介護する家族等への支援として、ＧＰＳ機能を
活用した位置情報提供サービスを利用する際の初期
費用を助成します。
対象者�　笠置町内に住所を有し現に居住している方

で、笠置町高齢者ＳＯＳネットワーク事業に
登録されている方の家族等

助成額�　位置情報提供サービスの加入料や機器の購
入等にかかる初期費用（上限１万円）

　　　※月々の利用料などの経常的な費用は対象外
問合せ
　笠置町地域包括支援センター
　　☎0743・95・2890
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安心・安全

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◇
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

11
月
12
日
（
火
）
～
25
日
（
月
）
ま

で
の
２
週
間
、
全
国
的
に
「
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
暴
力
は
性
別
や
間
柄
を
問
わ

ず
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
女
性
に
対

す
る
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力･
性
犯
罪･

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
決
し
て
許
さ
れ
な
い

行
為
で
す
。

◇
児
童
虐
待
か
ら
子
供
を
救
う
た
め
に

　

～
児
童
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
得
る
！
～

　
「
児
童
虐
待
」
は
、
子
供
の
心
身
の
成
長
や
人
格
形
成
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、
児
童
が
死
に
至
る
な
ど
の

悲
惨
な
事
件
に
発
展
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
か
ら
子
供
を
救
う
た
め
に
は
、
大
人
た
ち
が
子
ど

も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
い
ち
早
く
気
付
い
て
、
児
童
相
談
所
等
の
専
門

機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
し
か
し
て
児
童
虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら
・
・
・

■　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

い�

ち　
　
　

は　
　
　

や
く

1　

8　

9

24
時
間
対
応
で
、
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま

す
。
連
絡
は
匿
名
で
お
こ
な
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

■　

緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番�

を
！

◇�

「
指
名
手
配
被

疑
者
の
検
挙
に

ご
協
力
を
！
」

　

令
和
２
年
８
月

末
現
在
、
全
国
の

警
察
か
ら
指
名
手

配
さ
れ
て
い
る
者

は
、
凶
悪
事
件
な

ど
で
特
に
警
察
庁

が
指
定
し
て
い
る

重
要
指
名
手
配
被

疑
者
を
始
め
と
し

て
、
約
６
３
０
人

に
上
っ
て
い
ま

す
。

　

指
名
手
配
被
疑

者
に
よ
く
似
た
人

を
見
掛
け
た
と
い�

っ
た
情
報
な
ど
、

ど
ん
な
わ
ず
か
な

こ
と
で
も
結
構
で

す
の
で
、
警
察
に

通
報
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４･

72･

０
１
１
０

おしらせ

講

　座

講

　座

実
施
日　

11
月
28
日
（
土
）

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

講　

師　

小
島
智
子
さ
ん

参
加
対
象　

�

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

定　

員　

先
着
15
人

申
込
期
間　

11
月
６
日
（
金
）
～
13
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

参
加
費
用　

１
０
０
円
（
講
習
料
）

　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持
ち
物　

�

タ
オ
ル
・
水
筒
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た

は
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

そ
の
他　

動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

実
施
日　

11
月
22
日
（
日
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

木
村
陽
子
さ
ん
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

参
加
対
象　

�

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
夫
婦
、
カ
ッ

プ
ル
（
高
校
生
不
可
）

定　

員　

先
着
10
組

申
込
期
間　

11
月
２
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）

参
加
費
用　

無
料

お
願
い　

�

手
洗
い
、
消
毒
、
検
温
、
マ
ス
ク
着

用
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

心
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
づ
く
り
事
業

暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
事
業

『
ヨ
ガ
教
室
』

『�

第
２
回
い
い
夫
婦
の
日
ハ
ッ
ピ�

ー
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
』

ご寄付ありがとうございました「笠置町ふるさとづくり基金」へ次のとおりご寄付をいただきました。(令和２年10月受付)
　氏名：向井亮太様　　住所：京都府木津川市　　事業区分：「交流基盤を築く町づくり事業」　　寄附金額：10,000円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、笠置町のまちづくりのため各事業に有効に活用させていただきます。



7

おしらせ

「
に
じ
っ
こ
・
城
陽
」

日　

時　

11
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

　
　
　
　
　
（
受
付
10
時
30
分
～
）

　
　
　
　

12
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

　
　
　
　
　
（
受
付
10
時
30
分
～
）

会　

場　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

�

聞
こ
え
に
く
い
子
ど
も
と
そ
の
ご
家

族
、
子
ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
ご
家
族
、
聞
こ
え
に
く
い

両
親
や
聞
こ
え
る
兄
弟

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

�

問
合
せ
先
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
電

京
都
府
委
託　

南
部
難
聴
幼
児
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

実
施
日　

11
月
12
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館�

２
階
ホ
ー
ル

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

催

　し

催

　し

◦
和
束
町
教
室

　

11
月
の
大
人
の
英
会
話
教
室
（
和
束
町
教

室
）
は
、
都
合
に
よ
り
休
室
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
再
開
す
る
場
合
は
、
町
村
防
災
行
政

無
線
に
て
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

◦
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

11
月
４
日
（
水
）・
18
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

　
　
　
　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
（
前
期
）

受
講
者
募
集

募

　集

募

　集

日　

時

〇
共
通
講
座　

11
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

12
月
４
日
（
金
）･

11
日
（
金
）

〇
手
書
き
コ
ー
ス　

12
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
12
日
（
金
）

〇
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス　

12
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
14
日
（
日
）

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

�

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64
）

実
施
日　

11
月
14
日
（
土
）・
23
日
（
月
・
祝
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）和
室

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

※�

受
講
生
以
外
の
方
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

※�

以
上
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の
状
況
に
応

じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
お
電
話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン「
宇
治
茶
ム
リ
エ
講
座
」

オ
ン
ラ
イ
ン「
親
子
で
宇
治
茶
レ
ン
ジ
」

日　

時

　

①
11
月
26
日
（
木
）　

②
12
月
12
日
（
土
）

　

③
12
月
18
日
（
金
）

　
　

①
③
は
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
、

　
　

午
後
１
時
～
２
時

　
　

�

②
は
午
前
10
時
～
11
時
、
11
時
30
分
～
12
時

30
分

内　

容

　

日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
お
い
し

い
宇
治
玉
露
の
淹
れ
方
実
習
と
宇
治
茶
の
歴
史

な
ど
が
約
１
時
間
で
学
べ
ま
す
。
講
習
で
使
う

宇
治
玉
露
は
事
前
に
お
届
け
し
ま
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
ア
プ
リ
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
使
用
し
て
開
き

ま
す
。
参
加
費
無
料
。

定　

員　

各
回
20
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

�

開
催
か
ら
10
日
前
ま
で
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
申
込
み

問
合
せ　

�

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
農
商
工
連

携
・
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
21
・
２
３
９
２

　
　
　
　
　

℻
０
７
７
４
・
22
・
８
８
６
５

　
　
　
　
　

HP�http://www.pref.kyoto.jp/yamashiro/ocha/

日　

時

　

①
12
月
13
日
（
日
）　

②
１
月
17
日
（
日
）

　

�

い
ず
れ
も
午
前
11
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

２
時

内　

容

　

親
子
で
お
い
し
い
宇
治
玉
露
の
淹
れ
方
実
習

と
、
子
ど
も
達
に
は
宇
治
茶
に
つ
い
て
学
習
を

し
て
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
宇

治
茶
に
親
し
ん
で
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま

す
。
使
用
す
る
急
須
や
湯
の
み
、
宇
治
玉
露
は

事
前
に
お
届
け
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

定　

員　

各
回
20
組
（
抽
選
）

受　

付

　

�

①
は
11
月
29
日
（
日
）
ま
で
、
②
は
12
月
27

日
（
日
）
ま
で
に
Ｗ
ｅ
ｂ
・
は
が
き
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
受
付
。

問
合
せ　

�

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
農
商
工
連

携
・
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
21
・
２
３
９
２

　
　
　
　
　

℻
０
７
７
４
・
22
・
８
８
６
５

　
　
　
　
　

HP�http://www.pref.kyoto.jp/yamashiro/

期　

間　

11
月
10
日
（
火
）
～
20
日
（
金
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
和
束
と
戦
争
」

内　

容

　

今
回
は
、
町
内
に
残
さ
れ
て
い
た
資
料
か
ら

戦
争
と
和
束
町
の
関
わ
り
に
つ
い
て
写
真
展
示

を
し
ま
す
。
役
場
に
来
ら
れ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
74
・
８
９
５
２

和
束
町
史
編
さ
ん
室

『
写
真
展
示
』の
案
内

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64
）

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
30
・
９
０
０
０

　
　
　
　
　

℻
０
７
７
４
・
55
・
７
７
０
８

　
　
　
　
　

nanbu-nanchoyoji@kyoto-chogen.or.jp

ご寄付ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金へ次のとおりご寄付をいただきました。
　氏名：匿名希望　　住所：東京都練馬区　　寄付金額：5,000円
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おしらせ

実
施
日

場　

所

11
月
18
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　

20
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

　
　

27
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

※�

以
上
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

11
月
11
日
（
水
）

東
部
集
会
所

　
　

17
日
（
火
）

飛
鳥
路
集
会
所

　
　

27
日
（
金
）

笠
置
会
館

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

11
月
20
日
（
金
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　
�
南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

人
権
・
困
り
ご
と
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

11
月
20
日
（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

　
　
　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

��

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
事
前
予
約

は
11
月
19
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

日　

時　

11
月
19
日
（
木
）

き
こ
え
の
相
談
会

そ
の
他

そ
の
他

　
　
　
　
　

☎
０
１
２
０
・
４
１
９
９
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。

※
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

い
の
み
な
さ
ん
が
無
料（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

で
ご
相
談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

救
急
・
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24

伊
賀
・
山
城
南
・
東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

日　

時　

11
月
11
日
（
水
）・
12
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ�

ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

相
談
料　

無
料

予　

約　

�

実
施
日
の
前
日
午
後
４
時
ま
で
に
左
記
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

�（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町
43

メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　
　
　
　

☎
０
１
２
０･

０
７
８･

３
９
４

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�
京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

電
話
及
び
対
面
相
談
を
、
月
～
金
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

出
張
が
ん
個
別
相
談

　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　
相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

�

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談･

聴
力
測
定�

（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間
程
度
）

対　

象　

�

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方

と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

�　

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週

間
前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
ご

予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　
　

℻
０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

実
施
日　

11
月
10
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

和
束
町
役
場�

第
１
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１（
直
通
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

相

　談

相

　談

実
施
日　

11
月
17
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

笠
置
会
館
１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
・
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

人
権
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

11
月
27
日
（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
和
束
町
人
権
啓
発
課（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
相
談
（
和
束
町
）

受
講
資
格

・�
前
期
受
講
後
、
引
き
続
き
後
期
講
座
を
受
講
。

終
了
後
は
京
都
府
に
登
録
し
活
動
可
能
な
者
。

・�

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
希
望
の
場
合
は
実
技
の
講

座
に
は
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
（W

indow
s8.1

以
上
）

を
持
参
し
、
入
力
速
度
は
お
お
む
ね
70
字
／
分

以
上
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
操
作
が
で
き
る
者

受
講
料　

�

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
３
６
７
０
円

な
ら
び
に
教
材
等
一
部
自
己
負
担
あ
り
）

申
込
期
間　

�

11
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
、
住
所･

氏
名･

年
齢･

連
絡
先
を
明
記
し
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
て
、
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

※�

後
日
、
事
務
局
よ
り
受
講
票･

カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
申
込
者
に
送
付
し
ま
す
。

申
込
み　

〒
６
０
４-

８
４
３
７

　
　
　
　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
東
中
合
町
２
番
地

　
　
　
　

�

社
会
福
祉
法
人　

京
都
聴
覚
言
語
障

害
者
福
祉
協
会

　
　
　
　

京
都
府
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
事
務
局

　
　
　
　

℻
０
５
７
・
８
４
１
・
８
３
１
２

問
合
せ　

�

社
会
福
祉
法
人
京
都
聴
覚
言
語
障
害

者
福
祉
協
会

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
８
４
１
・
８
３
３
７

　
　
　
　
　
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）
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おしらせ

詳細については下記に確認してください。
受付及び問合せ
①自衛隊京都地方協力本部
　京都市中京区西ノ京笠殿町38
　　☎075・803・0820
②宇治地域事務所
　宇治市広野町西裏71-5　S.C�OKUBO�202号室
　　☎0774・44・7139
　 kyoto.pco.uji＠rct.gsdf.mod.go.jp

募集種目及び試験期日等
採用種目 受付期間 試験期日 資　格

自衛官
候補生

男　子 年間を通じて
おこなって
おります。

受付時におしらせします。
18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は、採用予定月の１日から起算して３月に
達する日の翌月の末日現在、33歳に達していない者）女　子

陸　上
自衛隊
高等工
科学校
生　徒

推　薦 11月１日（日）
～30日（月）

令和３年１月10日（日）～11日（月･祝）
(いずれか１日を指定されます。)

男子で中卒（見込含）17歳未満の成績優秀
かつ生徒会活動等に顕著な実績を修め、学
校長が推薦できる者

一　般
11月１日（日）
～令和３年
１月６日（水）

【１次試験】　令和３年１月23日（土）
【２次試験】　令和３年２月４日（木）
　　　　　　　　　　　　　～７日（日）
※いずれか1日を指定されます。

男子で中卒（見込含）17歳未満の者

貸費
学生 技　術

10月１日（木）
～令和３年
１月15（金）

令和３年１月30日（土）
大学の理学部、工学部※の３・４年次又は大
学院（専門職大学院を除く。）修士課程在学（正
規の修業年限を終わる年の４月１日現在で26
歳未満（大学院修士課程在学者は28歳未満））

令和2年度自衛官等採用案内

（注）※学部については、理学部･工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。詳しくは最寄りの自衛隊地方協力本部にお問合せください。

③笠置町総務財政課　☎0743・95・2301(代表)
　和束町総務課　　　☎0774・78・3001(直通)
　南山城村総務課　　☎0743・93・0102(直通)
④その他　�隊各駐屯地・各基地等においても案内をおこなっ

ています。試験日程等は、新型コロナウイルス感
染症の状況により、変更になる可能性があります。

令和３年度京都府山城教育局管内
小・中学校講師登録会

「茶畑コンサート～ビューティフルデー～」（和束町）

事業主のみなさまへ
　京都府山城教育局では、11月24日（火）～27日（金）
に講師登録会を開きます。いずれの日も午後１時～
４時の間で４回実施します。
　来年度に小・中学校での講師をご希望の方は、事
前に電話で申込みの上、指定の講師登録票を山城教
育局までご持参ください。講師登録票は山城教育局、
広域連合教育委員会にご用意しているほか、局ホーム
ページからもダウンロードできます。
　開催期間以降も、講師登録は随時受け付けており
ます。
問合せ　京都府山城教育局学務課
　　　　　☎0774・62・0274

　和束町が加盟している「日本で最も美
しい村」連合の15周年記念日である10
月４日（日）に、茶源郷�和束PR大使
であるアーティストComing音都131・
MITSUさんによる「茶畑コンサート～
ビューティフルデー～」を、石寺の茶
畑景観前で開きました。
　町内外の方へ和束町の魅力を発信す
るため、コンサートの様子は動画撮影
させていただき、後日ホームページ等で
公開する予定になっていますので、みな
さんもぜひご覧ください。

労働保険の成立（加入）手続はおすみですか

労働者を一人でも雇用していれば労働保険に加
入する必要があります。

問合せ　京都労働局労働保険徴収課
　　　　　☎075･279･3220
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おしらせ

　受入家庭のみなさん、今年も勉強会の季節がやって来ました。
　農泊受入に役立つ勉強会を集めました。受入家庭が集まるので、情報交換や悩み相談の場にもなります。
　全回無料、場所はグリンティ和束研修室でおこないます。お誘い合わせのうえ、奮ってご参加ください。
月日 時間 タイトル 内容
11月２日
（月）

午後６時30分～
　８時　　 農泊をする意味って何？ 今回の講座を通して、農泊の目的を深く理解することで、社会や地域の課題、そして今

後の私達の目指すべき姿を考えるきっかけとなるはずです。
11月９日
（月）

午後６時30分～
　８時　　 農泊って何したらいいの？ 農泊とは何か？どんなことに気をつければいいのか？基本的なことを学びます。

※今まで受けたことがない方は、必ず受けてください。

11月19日
（木）

午後６時30分～
　７時30分

お茶の美味しい淹れ方を
体験しよう！

受け入れ中の必須になっている、急須を使ってお茶を淹れる体験。普段からお茶を飲ん
でいる私たちでも、講座を受けることによって、新たな発見があるはずです。
※今まで受けたことがない方は、必ず受けてください。

午後７時30分～
　８時30分

お茶の活用法！
お茶をつかったアイデア
料理とティーペアリング

誰でもおうちで簡単に作れる、お茶の葉をつかったジェノベーゼソースのレシピをご紹
介します。そのあとは、ティーペアリング。この料理にはどんなお茶が合うのか、それ
をしることができれば、お茶の楽しみ方の幅もぐっと広がります。

12月４日
（金）

午後６時30分～
　８時30分

安全対策
※受講必須

子どもの救命救急法　～応急処置の基本手順と３つのケース研修～
●応急処置の基本手順
　・緊急性の判断と一次ケアの手順（命にかかわる傷病の処置）の復習
　・二次ケアの手順（普段のケガ・病気）の復習
●３つのケース研修～救急搬送・病院受診の目安と応急処置
　・危険生物（ハチ・ヘビ）の受傷　　・やけどの処置　　・喉のつまり
●感染症予防の基本とコロナ重症化の前兆 13の症状（厚労省）
※受講必須（前回とは違う内容になります。４日または５日、必ず受講してください）
　今回はコロナ感染防止対策として、受講いただく教室を２つに分け、オンラインでモ
ニターを通しての受講とさせていただきます。

12月５日
（土）

午前10時～
　正午

　今回は新型コロナウイルス感染防止対策として、
　・アルコール消毒の実施　・換気の徹底　・人の密集の回避　・マスクの着用の徹底
を実施いたします。ご理解とご協力をお願いいたします。
　LINE、メッセージ、お電話、FAXなんでも構いません、参加の日程を事務局までご連絡ください。

農村宿泊体験（農泊）11月の状況

問合せ　京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222　和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎：0774・78・3396　担当：下村・鍵岡
E-mail：info@chagenkyo.com

粗大ごみ　出せるもの（一例）：家具類・ふとん・カーペット・アルミ製品・調理器具
　　　　　　　　　　　　　　� 電化製品（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・パソコンを除く）

　「令和２年度茶源郷�和束フォト＆スケッチコンテスト10周年事業」は、今年で10周
年を迎えた事業で、茶畑景観・歴史・文化・食・お祭りなどをテーマに町内外の方か
ら写真とスケッチを募集し、茶源郷和束の魅力発信につなげる取組です。
　以下の日程で応募いただいた全ての作品をグリンティ和束で展示します。
　住民のみなさんもぜひお越しください。
展示期間　11月７日（土）・８日（日）　午前10時～午後４時まで
表彰式　11月８日（日）　午後２時から
会　場　グリンティ和束１階研修室（和束茶カフェとなり）
主催・問合せ　和束町地域力推進協議会（和束町地域力推進課内）
　　　　　　　　☎0774・78・3002（直通）
後　援　一般財団法人地域活性化センター
　※この事業は、公益財団法人地域社会振興財団の交付を受け、長寿社会づくりソフト事業として実施しています。

粗大ごみの出し方

茶源郷�和束フォト＆スケッチコンテスト作品展示（和束町）

粗大ごみで収集しないもの（一例）
　◎法律で定められたもの(家電リサイクル法等)　テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機・パソコン
　◎危険なもの　消火器・ガスボンベ・廃油・農薬・火薬類
　◎専門的なもの　自動車部品（タイヤ・バッテリー等）・農機具類
　◎処理困難物　畳・ドラム缶・浴槽・ピアノ
出す時の注意
◦�カーペットや布団などは小さくたたみ、縛って出してください。
◦�刃物等の危険なものは、紙などに包んで品目を明記して出してください。
◦�ガラスや鏡などは収集や処理の事故防止の為、段ボール箱等に入れて出してください。
　�笠置町・和束町・南山城村から集められた粗大ごみの中にはスプレー缶・空き缶・ペットボトル等の混入が目立ってい
ます。ごみの分別にご協力ください。

粗大ごみ収集日
　　笠置町　毎月　第４月曜日
　　和束町　毎月　第３火曜日（湯船・中和束）
　　　　　　　　　第４火曜日（東和束・西和束）
　　南山城村毎月　�第１月曜日（高尾・田山・今山・奥田・押原・

本郷・南大河原）
　　　　　　　　　�第２月曜日（月ヶ瀬NT・野殿・童仙房）

ごみの出し方に関する問合せ
　　笠置町税住民課
　　　☎0743･95･2301（代表）
　　和束町農村振興課
　　　☎0774･78･3008（直通）
　　南山城村産業観光課
　　　☎0743･93･0105（直通）

過去の作品展示の様子
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図書室だより

★ Pick UP ★
「類」
朝井　まかて ／ 著

　何不自由なく暮らした少年時
代、父の死という大きな喪失を
抱えパリへ遊学した青春時代、
戦後の困窮から心機一転、書店
を開き文筆家の道へ。森鴎外の
末子、森類の愛と苦悩に満ちた
生涯を描く。

今月の新着図書

☆3町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

事
例
１

　
「
話
を
聞
く
だ
け
で
１
０
０
万
円
」
を
信
じ
、
手
続
き
費
用
を
払
い
続
け
た
が
、
連
絡
が
途
絶

え
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　

｢

相
談
に
の
る
だ
け
で
報
酬
が
も
ら
え
る｣

、｢

自
宅
で
簡
単
に
稼
げ
る｣

な
ど
と
謳
う
サ
イ
ト

に
注
意
し
、
ま
た
メ
ー
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
○
○
円
が
当
選
し
た
」
な
ど
簡
単
に
お
金
を
も

ら
え
る
話
を
さ
れ
て
も
返
信
を
せ
ず
、
や
り
取
り
し
て
い
る
相
手
を
安
易
に
信
用
し
な
い
よ
う
に

し
て
、
冷
静
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

事
例
２

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
販
売
で
健
康
食
品
を
購
入
し
た
。
割
引
価
格
だ
っ
た
の
で
注
文
し
た

と
こ
ろ
、
同
じ
商
品
が
翌
月
も
送
ら
れ
て
き
た
。
広
告
を
再
度
確
認
す
る
と
、「
３
回
以
上
の
定

期
購
入
が
条
件
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
解
約
・
返
品
で
き
る
か
？

ア
ド
バ
イ
ス

　
健
康
食
品
等
の
通
信
販
売
で
、
定
期
購
入
が
条
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
期
間
は
解
約
が
で
き

な
い
契
約
が
増
え
て
い
ま
す
。
と
く
に
割
引
価
格
の｢

初
回｣

「
モ
ニ
タ
ー
」「
お
試
し
」
は
契
約

条
件
に
注
意
し
、
解
約
や
返
品
ル
ー
ル
確
認
は
「
注
文
前
」
に
お
こ
な
い
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
通
信
販
売
で
は
「
最
終
確
認
画
面
」
に
契
約
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
明
点
は
な
い
か
、
自
分
の
意
図
と
相
違
す
る
点
は
な
い
か
、
必
ず
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

事
例
３

　

業
者
が
突
然
自
宅
に
訪
問
し
て
き
て
、「
保
険
金
を
使
っ
て
自
己
負
担
な
し
で
住
宅
を
修
理
し

な
い
か｣

と
勧
誘
さ
れ
て
契
約
し
た
が
、
よ
く
考
え
る
と
お
か
し
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

　
保
険
金
を
使
う
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
宅
修
理
を
す
る
場
合
は
複
数
の
業
者
か
ら
見
積

を
取
っ
て
工
事
内
容
や
契
約
内
容
を
慎
重
に
検
討
し
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。
保
険
会
社
に
火

災
保
険
等
の
保
険
金
の
請
求
を
す
る
際
は
、
必
ず
消
費
者
自
身
が
事
実
に
基
づ
い
て
請
求
し
、
わ

か
ら
な
い
場
合
は
保
険
会
社
や
保
険
代
理
店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　

�

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
　
　

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　

※
土
日
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ（
電
話
の
み
）

住　

所　
�

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階

　
　
　
　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

和束町体験交流センター図書室より
☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　11月22日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター�ホール

☆貸出日が増えます
　秋の読書週間中（10月27日～11月９日）は、通常閲覧日である木曜日も貸出日となります

図書室の連絡先
　笠置町図書室　　　　　　　　　☎ 0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室　☎ 0774・78・4013
　南山城村図書室　　　　　　　　☎ 0743・93・0522

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
生
活
様
式
の
な
か
、

正
確
な
情
報
を
も
と
に
冷
静
な
対
応
を
し
て
く
だ
さ
い
（
２
）

町村別 種　類 タ�イ�ト�ル 著�者�名

笠�置�町

一般書
四畳半タイムマシンブルース 森見登美彦
アルルカンと道化師 池井戸潤

類 朝井まかて

児童書
竜之介先生、走る！ 片野ゆか
秘密に満ちた魔石館 廣島玲子

ぼくらの「第九」殺人事件 宗田理

和�束�町

一般書
お誕生会クロニクル 古内一絵
一人称単数 村上春樹
シニア六法 住田裕子

児童書
どすこいすしずもう アンマサコ
ねぐせのしくみ ヨシタケシンスケ

紙の心 エリーザ・プリチェッリ・グエッラ

南山城村

一般書
陽眠る 上田秀人

いちねんかん 畠中恵
「末梢血管」を鍛えると、血圧がみるみる下がる！ 池谷敏郎

児童書
プラスチックのうみ ミシェル・ロード

恐竜トリケラトプスとティラノきょうだい 黒川みつひろ
ルドルフとノラねこブッチー 斉藤洋
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運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～１月３日は運休）

運　賃：最大300円
　8：15／ 10：15／ 13：15 ／ 15：40

　9：15／ 11：15／ 14：15 ／ 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!

人口・世帯数
（令和２年10月１日現在）３町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
☎0774-78-3001
℻0774-78-2799

http://www.town.wazuka.kyoto.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
☎0743-93-0101
℻0743-93-3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
☎0743-95-2301
℻0743-95-2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口 3,789人　
世帯数 1,700世帯

（減3）
（増1）

人　口 1,263人　
世帯数   634世帯

（増3）
（0）

人　口 2,621人　
世帯数 1,215世帯

（増3）
（0）

笠置山もみじ公園
　笠置寺境内にある笠置もみじ公園は、秋になるとモミジやカ
エデが色づく紅葉の名所です。落葉後の公園は真っ赤な紅葉の
じゅうたんを敷いたようになり、ハイキングや散策に最適です。
　また、11月中は公園一帯がライトアップされ、日中とは違っ
た幻想的な紅葉を見ることができます。
＜ライトアップ＞
日　時　11月１日（日）～ 30日（月）
　　　　午後５時～９時
※午前９時～午後４時は入山拝観料　（大人300円、中学生100円）が必要。ライトアップ時無料。
問合せ　笠置町商工観光課　☎0743・95・2301（代表）

笠置町いいところめぐりまち・
　　むら

　笠置町と南山城村は、三重県伊賀市・奈良県山添村と定住自立圏形成協定を締結し、医療や防災、
観光などを連携して、魅力ある圏域をめざして取り組んでいます。
　今回は伊賀市・山添村の一押しのスポットなどを紹介します。

伊賀市 鍵屋の辻史跡公園の紅葉 山添村 星ふるさとのカフェレストラン 映山紅

水と歴史でつながる伊賀・山城南・東大和

　鍵屋の辻は、伊
賀越仇討ちが起き
た歴史的な場所で
す。伊賀越仇討ちは、
曾我兄弟の仇討ち、
赤穂浪士の討ち入
りと並び、日本三
大仇討ちの一つと

されています。
　11 月には数十本のモミジやイチョウが彩り、紅葉の
名所となっています。茶屋で一息つきながら、美しい景
観に癒されてみてはいかがでしょうか。
※公園内の伊賀越資料館は、現在休館中です。
場　所　　鍵屋の辻史跡公園（伊賀市小田町1338）
交　通　　伊賀鉄道「西大手駅」から徒歩約５分
　　　　　名阪国道「上野東 IC」から車で約６分
問合せ　　伊賀市観光戦略課　☎0595・22・9670

　天体観測や雲海などの眺
望が人気のフォレストパー
ク神野山にある「映山紅」
がこの度、装い新たにオー
プンしました。
　眺望を楽しみながら、軽
食や季節のデザート・ドリ
ンクを味わえます。
　また、定期的に音楽イベ
ントなどを実施致します。
　新型コロナウイルス感染
症対策を徹底しており、小

さなお子様やペットの同伴も可能です。ぜひ、景観と
居心地に癒されてください。

問合せ　Caféレストラン映山紅　☎0743・87・0670
　　　　（定休日：月・火曜日　※祝日の場合は営業）




